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沖 純 を 訪 れ た 四本 植 物 病 理 学 者･放

鳥･ 袋≠ 俊

(琉球大学農学科)

JapanesePlantPathorlog五stswho･visited Okinawa

l. 平 塚 直 治 民

生 荘 ‥ 1875年10月29月 - 1946年3月25日

出 生 地 : 北海道札幌市外白石射

学 歴 : 1896年7月札 幌農学校卒業､後に愚挙博士｡

沖縄 との 関 係 : 沖縄中学校 (現在の首里高等学校)博物担任教師として1898年9月-189,9年4月まで滞島o

沖縄に関係ああ櫨物病理学上の報文 ; Notesonsome北elamp80raeofJapan Ⅶ. Japanesespeciesof

Phakospora1900(Bet_Mag.Tokyol14こ87-93&.P1.Ⅷ)

本報文中に Ph姐 opsonaehret五aeHiratsukaなる新葺の発表があるO首里市採集の本感は琉球列島におvlて最

初牡知られたさび蘭であるo なお ｢南 島｣第20号 (1935年 3月15日号,大宜味朝練発行)に同氏の ｢宮城鉄夫

君を憶 う｣【占領する詑寮うミあり主として宮城鉄来任;̂=関する思比話にみたされてV,るが中に次の記事がある｡

｢明治三 十一一年 (1898)の夏､突然に宮部先生より沖縄県中学校に赴任する様交渉があ った｡実は少々意夕卜であ

ったo耗み傑き弘前中学を去るのは惜しくもあり沖縄と云えば随分通方で為朝の流された所で気険も大部興 ってV,

るか ら健康上にも懸念せ られた｡然し叉一･両珍Lv､菌類が沢山あるべ く之を採集して学界に貢献する事が出来れば

之亦大',t意華ある革と考えたので両級の承諾を得て赴任した時は明治三十一年九月であ った｣云Jro既は病気のた

め乾性どな く転任されたが在職中沖縄育年),･こボーイズ･ビー ･アンビシ了スの構神をうちこまれ其後北旺道にゆ く

者があとに砕いたようである0

2. 宮 ま成 ･鉄 夫 氏

標題の ｢沖粗を-a-.‥れた｣云 に々.はあては変らない｡周知の如 く沖縦の出身だからであるO然し沖純LL'.身撤初の植物

病珊学者として北天の宮部金吾博士に師事されたこの人を逸するわけにいかなvlo

牡 陳 : 1･877年9･伺4日 - 1934薙8月27日

比 L=j=, 地 : 国頭邪羽地相稲猶O源次郎琶男

学 歴 = 沖粗中学校を経て1906年札幌農学校卒業｡

職 歴 : 1907: Eg頭部各間切島阻今立農学校教諭o

l別7: 同上凄学校校昆0

1920= 台南~製糖株式会社入社｡

1934撃7円31日 : 沖閥製糖極式会社 (前記会社改称)噸締役O

1934年8月27日逝去.

伝記の刊行: 1956年7削 0日宮城鉄夫顕彰会によりも宮城鉄夫や(290頁及口絵.=_覗)刊行｡

･X･琉 球 大 学 怒 号家政 工 学 部 植物 窮〕撃学研･究室紫 朗 第 15号
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沖 縄 艶 楽 節 1〇番 筋 1静 (1962)

植物商館挙止の観光 ; 1906年6耶 7臣掴虹大覇業瀧文として捉拙せる報文が前記の伝記 (p"168-224)･陀患さめら

胡瓜ノべと癖衝 (Pem･nopraβmop胤FaCt)ben浄isClint〕r把関する研究

間伐がペ ト病菌をテーマに選定;銅′した理由の一つ は其師宮部博士がか っ･て強滴 々原蘭の同定に関係せ られたのに

原因するものと思われるO

本楯原蘭を決定する迄の経韓については日野職者 ｢植物横車発達史｣(P.173-174)辛 _L記の卒業諭文中に詳

配されてVlるo 要約すれば､18･93額7月27日義朝奮進氏は本桐の病原菌を PeFOm鵬pO･∬aCubeIはi宙Berkot

Cuf･鵬Sとして発表 したが伊藤簡太郎氏の∫更対があり落付かなか ったO市川延次郎氏は--メ- ド大学に研究中の

宮部博悪匿標休 と図両を送附 した｡宮部博士は其師 W.G .Far甘ow計こ見せたが標本不完全のため同定不可能に終

った.宮部博士妖婦頗黄閣 Kew植物園で M.asse･Cの厚意によりP'e-m舶pOraCⅦ払en8iBの原標本を鏡検の結

鵜 8ヨ本渡GErと同一･である:こと教確認 し-応の解決を見たOその後数多の低 陳はあ ったが1903.年 Rostowzew 氏が

P朋Ⅶdoperono迅P肝aなる新願を兜ててこれに編入し､1905L年米r-=Bq,Clint.om氏はP.eronop皿aSmOp乱m Cuhen戒告

尊名が使用せ られ鞘にPemn叩r-mOpam7)属名が健開封1るo宮城鉄夫氏でついて数多 くの逸話が語 られてV,

るが ここに略するO

3. 平 捗 囲 菊 鹿

踊 姓 : 1903布8月28･Ero 醒剃剰藁男の

用 亜 地･: 北敵靖■石和判例 鞘 吋竿架山

学 歴 = 1926年北私道大学農学部卒業o匿ち紅大学院にすすみさび常数研究に従事o

職 推 .･ 1928年4月 : 同大学戯学部講師0

1929年4円 : 鳥取商等農林学校教授｡

1936隼8月 : PⅦ･cc五TtiaBLtFum唖科の卦額により北 大より戯学博士0

1953年 広島大学より理剰専士｡

現 職 = 澱京教育大準教授 (1937年膳より)0 196L2年学士院濃授鳳0 日本楯物病理学会長｡ Er森静 学会

長併任｡

軸 組 との 関係 : 前後≡掛沖縄を訪ねて為 られ る｡1940年1月上旬～約3週間滞在が氏の初回訪閥である｡

沖縄に開拓のある植3蜘丙珊挙上の報文 = 氏は第一一回来島後において次の譜繭を発表したo

Materまa帖 for･arust-floraofRiukiu甘slands. I.1940(櫨雑､54:157-166)0

Ma忙erialsforaruSt･floraofRiukiuIslands. Ⅱ.1940(値経､54:373-3t79)0

琉球蘭頻樵料 Ⅰ.Ty. ･(摘賛)1940(櫨雑､54ニ198.422)｡

tT∬･ed五Jl;ale･S｡fOkimawa帖1.and1940･(札幌博､17:16-39)0

沖縄島さび蘭 ｢フpラ_冊こ就て 1942(植及動､LO.:9-14)a

氏はこの旅行におtrlて絶えず同行し採集を輿にした沖縄出身の準良芳久氏 (後述)を見出され筏に鳥瀬高農の助手と

して採用せ られたO.
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払 袋 ‥沖 縄 蟹 訪 れ た 日 本 植 物 柄 ヨ魂 学 者

第二固田の来島｡琉球大学招晒教授として1953帝4月下旬 - 6月下旬敦で滞在o ･この機会に同氏に師番せる島袋披

琉球列島さび薗 研究の決意を固めたO 比等が動因とな って本別魔の此方面の廉約的研究が著 しく進んだ.次煉次圃来

島恵で忙発表された報文である｡

沖純に関係のある植物病理学上の報文O

変額のさび病とその防除 (琉大審及双讃､27員) 195･3

平威 ･･島袋 .I U町edinal鯛 OERyukyu帖lands 1954(琉大農単報告 Ⅰ:1-56& 2pl･.).

平戯 ･鹿袋 二 南部琉球列島塵さび菌数に関する研究 1955(琉大鹿家単報告 Ⅰ認エ4-15)o

平塚 ･島袋 ･新約董馬 : 奄襲大島産さび薗鷹匠関する研究 19r55(同上 Ⅱ ;1･6-37)O

平鹿 ･鹿 袋 ･佐藤昭二 : 鹿南港島産さび菌類に関する研究 皿955(同止 血 :.38-.59)a

平鹿 ･島袋 ･新納義馬 ‥ トカラ列島塵さび菌類に関する研究 1956(同上 北 :1-18)0

平版 ･島袋 : 琉球列島さび蘭フpラ幣料 1957(同上 IV これ17-120)o

平威 .l島袋 ･新約 ;北部 トカラ列島 (三島村)所産さび歯頚 1757(岡上 IV ;157-'166)Q

第三回目の来島 ‥ 1957年1月8日-1月20日O 番屋武､摩文仁の南部地区､与那原町､知念村等の兼南地区､名護

町､伊豆味､今帰仁､.組頭郡与那琉大洗習林等の北部地区を採集 したが主として平臓刺子 (後述)氏の採集を加勢

されるのか主眼のように見受けられ､帰島後の沖縄関係雑文はなV､O

4.. 岡 本 弘 氏

島披1951年5月5･ET～6月5日O

現 職 : ▲盛林省中国農業試験場D

沖縄に関係のめる植物滞理学上の報文 : 沖 鮎本島に於げるSclerotini乱皿紬er七五軌n.aFu,ck.の予威張の形成につい

て 1938･(日植癖報 8.T3)O

在闇中の塊根に於掛る甘誰某馳 滴と塊根l敬醤潜血との関係について 1940〔田地病報 10:.D a

琉三枚で兼見された甘甜新病薯につV,て 19.51(他防 5;7)0

5. 内 藤 商 氏

姓 蔽 : 18･91年<A2月18旧 - 1957年10月31日o

出 盆 地 : 島根県能義郡母里村o亀次郎長男O

学 歴 ; 鹿児魔商等農林学校戯学科卒業｡

職 歴 : 1922年瑠二校助教授｡

1928･～1930:欧米留学

戦後鹿児島大学農学部教授を経て同大学文理撃部教授｡

同氏は酎 こ､琉大典同学術調査鰍 一個 ･目の隆 興として参加のため､1957年10･月2･6日鹿児臓湛弧 同年同月28日年前

8幡碑硯泊落胤陸0i0月31日琉大国頭与那演習林において授動 直物の並 刺 状 心臓病発酵の允め急逝されたo

沖 縄 との 関係 : 第一一国政1940額1月2相 ～･1日酉親鳥滞私 第二軌 諾来鹿の匿に縮 己の如 く生瀧の幕をおろされ

たのである｡
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沖鈍把関係ある報文 .: 西敷島見聞記 1940(鹿児島高等農林学校校友会報第31号)O

西敷島植物許 19.53(鹿大文甥学部理科鞄告 ⅠD 0

因に歯頚関係の爾文にMycofloraofSouthe- Kiushiuが数編出ている｡ 氏は｢民俗と植物｣に興味を持たれ7Cの

方噺の鋼避研究が多vlo

宙. 平 鹿 芳 久 氏

銀: 祉 : 19L4年2月27日 - 1943年1月20ET｡

肌 蛍 地 : 柵馳県西原村棚 ;ho県立趣事試験場官舎.楳助慮男｡

畢良芳久氏も神舶出身であり標線の寸沖縄を訪れた や云 々には該当 しなvloまた旭物病理学者 として完成を見ない

うちに尊 く逝去されてVlるo然 し彼の努九 斯学に関する仏らめきは並′々

ではなくあえて斑を紳げたO

車 腫 ; 1932.: 鞍立腿林学棟革莱 0

193b; 舟湾に組物採集旅行｡ (写親挿 入 )

19,40年5月 ～ 同年8月 ‥ 鳥取商等農林学校助手として

岬塚Hrl-_布教腺教室に勤務｡

応 id:I lgJO: 8剛 域 派故翠 として応J召し1943卑り月20E摘守万

紺地に於て戦死｡

沖剛にr淵陳ぬる植物摘珊尊上の鰍史

lゝ堀 ･判 逆: 桃球 沖 射止に於 で雅胤されたるきび蘭の一魔輔 皿940し姐及

勤 8:1･641- 1642)0

平良氏が那覇奥武山公園の オキナワジンコウ (Ex･coecariaag乱lochaL･) より採集せる Ski即ka･agalocha

Racib.につ V ,て輪じ､水属が 日本のさび薗フロラに新 しく加えらるべきt_と､また種も日本新記録であることや

夏胞子酎 餌 iWrしく蒐見された ことがのべ られているo因に本論文は平良氏の没後/il頓 氏によって発表された もの

である.Oな潜水唖は1909年Rac抽IOrSkL氏によってジャバから記載されている0

7, 向 秀 夫 氏

現 職 ; 腰林省虚業･,l支術研究汎 ･枇杷の珊 陳腐病原細菌に肝㌻る研究により農学障士o

沖 縄 に 滞 在 ; 1951年5月5日 - 6月5日｡

沖縄に開陳ある植物病珊挙上の報文

琉球に艶乱された甘諸の新パイラス癖 1951(農及園 26i: 8)a

出 生 地 :

現 職 ;

沖 組 の 滞 在 :

8. 藤 岡 保 夫 氏

台湾台北市 (親藩兵醒県)O

広島虚業短期大学 (賀茂郡西条町)0

1952年1月22日 一 6月2日O
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鳥 墓室:

沖親に関係ある植物病理学上の報文

藤岡 ･永山正利 ‥ 琉球に於ける甘藷の天狗巣バイラス病について 1953(El植病報 18･･50- 51)I,

生

地

歴

重

出

折

学

9. 宇 部 敏 夫 氏

且913年8月4日

鹿児島県鹿児島市

1922年 :鹿児島高等農林学校農学科卒業｡

職 歴 ‥ 来島当時は鹿児島県農業試験場鹿鼠分場｡

現 職 : 兵衛県農業試験場病害虫専門技術員｡

沖 縄 に 滞 在 : 1954年3月30日 ～ 6月28日､その間宮古､八重山も踏査｡

沖縄に関係ある植物病理学上の報文 :

琉球における甘露病害の現状 1955(植防 .9:2)0

琉球での病害の記録 1956(農薬 3:3)

氏は泰文館 より ｢新農薬による病虫害防除の実際｣なる著書 (285貫)1960がある｡

学 歴 ;

沖 縄 に 滞 在 :

10. 平 塚 利 子 氏

愛泉女子短大園芸学部を経て兼京教育大学淵学部に編入し1958同大学博士誹轟卒業O珊牽博十 ･

夫君平塚硬秀障士に同伴し1957年1月8日●-2O迄滞島｡其間の採取廃木も加えて下記簡文を発表､

卒業と同時に学位授与｡

現 職 : 愛泉女子短期大学｡

沖鮎に関係ある植物病理学上の報文 ニ

ThespcrCieso･f∬ustfungipamsiciconthegrassescoIAected五nthesou･亡herm KiusyLLandthe

Ryu-kyuIslands,Japan.･凪958O (挑大腰家工学紬際 V :23- 1･06･& Pl.lA)｡

11. Jか 室 康 雄 氏

沖 縄 に 滞=在 : 1960年2月22日 ～ 6月1日o その間に宮古､八頭山も視察O

現 職 = 農林省農業妓術研究所o幽学博士O

押紙に関係のある植物摘理学上の報文 :

植物バイラスの換酎 ･診断および防鹸 1960年12月 (33円) (琉球政府経済局戯務課発刊)山

神純のサツマイモ ･てん ぐす病について 1961(櫨防 15こ2)

生

地

産

生

出

出

挙

12.. 村 山 大 妃 氏

1911年

北海:遺

1931:北大農学部農業生物科卒業｡

且946: 北大助教授G



50

沖 純 腺 炎 審 1番 癖 1鼻 (1 9 6 2 )

19･57こ .馬鈴薯ウイルス病の免疫学的研究匿より農学樽士｡

1959: 欧米留学｡

現 職 : 同大学教授O

沖 靴 に 滞 在 : 1･961年E1月.25日 - 7月7ET｡琉球大学招碑教授Oその間宮古(6･月26-29)､八重山 (6月29日～7月

3.日)視察｡

沖皿に関係のある植物柄珂挙上の報文 :

楓物ウイルス病の診断 196L年7月 (坑大農家便り N･0..68)

サツマイモ天狗巣蘭の防除対策につ･いての勧告 19.62年3月 (琉球植物防疫情報第10号)0

13. 日 野 厳 氏

比, 鈷 ニ 1.898額9月1日｡青筋二男O

出 座 地 : 山口県大島郡久賀町1341番地｡

構 歴 大 礎 .: 1923: 東京大学戯学科卒業0

1926ニ 釦 境南等農林学校繭師後教授｡

1930年9月 : .-_L確繊毛虫の生輔的研究にて農学博士｡

1934年-1936年5月 : 欧米蘭学0

19･42年11何 こ 随軍司撤宵､馬来クアラルンプール博物館長､其他O

-19舶年4月 : .山口獣医:軌門学校数腰.後山口大学農学部教授o学部長0

1962I首conesFungorlユm Baimbus玉cobrum Japonicorum (日柵 類寄生菌欝)により広

大より理学停士O定年退職O

沖 縄 に 滞 在 三 1961年7月-16日-7月25日O山口生物学金調査団員として水産庁練習船天鷹丸 ･(214トン)把加は

り来島O.当時田本地物席理学会長C伊江島､琉大沢習林など匿て採集O

沖縄に関錘のある植物備理学上の報文はなV痛ミr日本竹頼寄生蘭譜｣の車紅沖縄産のものが多数図解されてお りL､文博

贋強記の著者に按多方面に亘る著証が多数あるO

其他に19･50奔Ll月3日卑儀農事訊駅場において~田儀 ウイルス病の講清をされた Eatom M.Summersはしばらく滞在

の うえ甘藷パイラス病の調査など行はれた腎で沖縄関係の病理文献として次の一編があるo

H1shuku･byoH(Dwarf)ofSweetp･otacointheRyukyuIslands,1951(PlantD五seaseReport･e訂VIOl.35:6)

また1.951年5月5日～6用5Eヨ来島の佐藤覚氏 (当時横浜縫物防音空所調査課長)には次の一編がある｡

植物防疫の立場から見た琉球 1951(植防 5:8)

さらに永山正利氏 (硯沖縄農業試験場備埋昆虫主任)には幾多の神髄関係の植物疾病解説杏や専門的著述が あ り､安里

滑寮氏 (硯賦 政府経済局農務課長)は 久しく琉球魔物防疫所にあって 其方面につ くされた功磯は大き く､垣花実記

氏 (現琉随防空撒)の宮古島に溶ける活動にめざ史しいものがあったC些か肯V,が堀田華美氏 (1929,- 1940慶試並農

務課)も病防陣骨の-Aであった｡比等の^たちについて壮別に稀を改める機会 もあるか と思はれる｡

農林省農業技術研究所の盛典肝兜墓に沖縄首里市出身の里見胡正味 (農学障二g=･)が屠 られ､さきにブラス トサイジン

Sの轡逃蚤敦oまた福永-虜 ､米原私らとの共同研兜により19伍2年度の農学賞を授賞されたOをの題 目は ｢抗生物質躍
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よるいもち癖防除に関する研究｣であった｡ 血のつながってVlる沖縄同胞 として心強vlと云はねはならぬ｡

私共はか くのごとく行 くてを地均 し斯学発達に尽力された人 の々地味な仕事を掠 りかって身自らも振起せねばならぬ

と思 う｡

要 約

この報文は沖縄に関係ある日末臓物構神学者13氏即ち平塚濃治､柳 成鉄泉､平塚匿秀､岡本弘､内藤喬､平良芳久･t

向秀夫､藤岡保夫､宇部敏夫､平塚利子､小室康雄､村山大記､日野塵の各氏につき御来島時期と酵島欄間､沖縄に関

係のある植物席甥学上の文献などにつV､てのべた｡

主 要 文 献

1 Nao･hideHiratsuka l.936 A Mono･graphofPuLCCiniBtreae (鳥南濃学報第4号)

3 ED野厳 植物病学発達史 1949 (朝倉書店)

4 向秀夫 1952 枇杷癌肺病病原細菌に関する研究 Ⅰ (農倭研報告C第1号)

5 琉球大学農家政工学部学術報告 合本 1954- 1958

6 宮城鉄夫頗彰金偏 1956 宮城鉄夫 (同顕彰会刊行)

7 村山犬記 1959 馬鈴繁ウイルス病の免疫学的研究 (同著刊行後援会)

･8 Iwao別ino IL951 IconesFun宮Orum Bambusicolo･rum Japonicum (TheBambooGarden)

9 植物防疫 合本

10 植物及動物 合本

11 日本植物病裸学会報 合本

12 農業及樹芸 合本


